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1.　はじめに

M-Vロケットは，1997年2月12日の1号機から2006年2月22日の8号機，2006年 9月23日の7号機まで，計7
機が打上げられた．（2号機は未実施）

この報告書では，5号機，6号機，8号機，7号機の打上げ実験における以下の項目について記載する．
・ フライトオペレーションの所要日数と作業時間
・ 発生した要処置及び不具合事項
・ 実験参加者

2.　フライトオペレーションの所要日数と作業時間

発射日を表1に示す．

表1　M-Vロケットの発射日

宇宙航空研究開発機構特別資料
M-V 型ロケット（5 号機から 8 号機まで）　2008 年 2 月

＊　The Institute of Space and Astronautical Science (ISAS) /JAXA
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M-Vロケットは殆どが新規に開発されたが，5号機では更にM-25モータとB2-MNTVCをはじめとして，ブロー
ダウン方式SJ，マルマンバンド方式のSA接手・3/4段接手，非開傘型1/2段接手等多くが新規開発品となった．

フライトオペレーションの予定所要日数は，1，3，4号機の20日に対し，8号機まで1日ずつ増加している（5
号機は，衛星と衛星接手の結合作業に別途2日間）．5号機では，多くの設計変更に伴う初めての作業に時間を要
し，第2組立オペレーションから連日夜遅くまで作業が続いた．6，8号機では，残業時間は減ってきたとはいえ，
まだまだ改善の余地があり，7号機では，作業日数が25日となった．落雷の影響により作業を先送りせざるをえ
ないことや，衛星のコンタミ管理のための追加作業等あったが，時間をやりくりしながら修復可能な日程の枠組
みを作り，なるべく少ない残業時間で済むようスケジュール管理の適正化が図られた．

フライトオペレーションの期間を表2に，作業時間を図1 ～ 4に示す．

表2　フライトオペレーション期間
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図1　M-V-5号機フライトオペレーションの作業時間

図2　M-V-6号機フライトオペレーションの作業時間
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図3　M-V-8号機フライトオペレーションの作業時間

図4　M-V-7号機フライトオペレーションの作業時間
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3.　発生した要処置および不具合事項

図5に，5号機から7号機までの計器噛合せ試験からフライトオペレーションの間で発生した，要処置および
不具合事項件数を，発生箇所別で4つの系に分類して示す．

このグラフからもわかる通り，5号機は新規開発のものが多く，6号機は搭載衛星変更などの事情により，件
数が多くなっている．また，前号機との間隔が大きく空いたことも一因であると思われる．

図5　M-Vロケット（5, 6, 8, 7号機）の要処置および不具合事項件数

図6では，上記4機分を発生箇所別に合計して示す．地上系の件数が多いのは，降雨や落雷によるものや老朽
化による要処置事項の増加などがあげられる．これらの内訳は，軽微なものから重大なものまでカウントされて
おり，一概に数字だけでは判断できない面もあるため，傾向をみる上でのひとつの目安である．

図6　発生箇所別要処置・不具合事項件数
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4.　実験参加者

表3に，各フライトオペレーションの実験参加者を，班毎に示す．

表3　M-V-5, 6, 8, 7号機 実験参加者数（フライトオペレーション）
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図7に，フライトオペレーション実験参加者の増減を示す．7号機は，M-Vロケット最後の打上げでもあった
ため，別経費で参加される方が特に多かったことが特徴的である．

図7　フライトオペレーション参加者の推移

5.　まとめ

5号機は，4号機の不具合究明，原因となったノズルスロート材質変更に伴う各段地上燃焼試験，噛合せ終了
後に発生した MUSES-C RCS Oリング破断に伴う関係箇所検査等を経て，当初予定の2002年7月から約10 ヶ月
後の打上げとなった．第1組立オペレーションが2003年1月開始となったため，2002年12月，TVCオペレーショ
ンを設け，TVC部分の先行作業と4号機のフライトから3年弱を経過した射場の地上系点検を行った．第1組立
オペレーションでは，M-34モータ推定内圧見直しに伴うスロート径追加工のためM-34ノズルを，第2組立オペ
レーションでは，内圧測定用ポート内面の接着剤による閉塞不具合のためM-25点火モータを持ち帰りとしたこ
とにより，続く第2組立オペレーション・フライトオペレーション時の追加作業が多くなっている．フライトオ
ペレーションでは，5.6RT- ANT切替器やランチャに，スケジュール遅延を伴う不具合が発生したが，関係者の
休日返上等の作業により，予定日に打上げることができた．

2003年10月の組織再編成により，独立行政法人宇宙航空研究開発機構が発足した．10月みどりⅡの運用異常，
11月H-ⅡA-6号機の打上げ失敗，12月のぞみの火星周回軌道への投入断念と続いた一連の事故を受け，原因追
及とともに今後のロケット/衛星の確実な開発・打上げと運用に向けて，『総点検』が行なわれた．また，2号機
で打上げが予定されていたLUNAR-Aは，搭載されている米国製20Nスラスタ用推薬弁がリコール対象となり，
打上げ時期が再設定されることとなったが，総点検実施の結果，ペネトレータに関して技術的課題があることが
判明したため計画を見直すことになった．一方6号機は，当初ASTRO-F衛星を搭載する予定で，計器噛合せ試
験まで進んでいたが，ASTRO-EⅡ搭載に変更になったことにより，頭胴部簡易仮組立および計器・計装合せ，
対ASTRO-EⅡ計器噛合せ試験を2004年6月から8月初旬の間に実施し， 2004年度冬期の打上げを目指していた．
しかし，JAXAとして固体ロケットブースター SRB-Aの改良に人的資源を集中させ，H-ⅡAロケットの打上げ
再開に向け準備を進めるため，6号機は延期して，2005年度のなるべく早い時期の打上げへと変更となる．さらに，
万全を期すため，フライトオペレーションの直前にM-34ノズルの交換（プレフライトオペレーション）を行なっ
たことにより，6月初旬から7月中旬までの長丁場となった．その上この時期は，雷雨が多く，M台地における
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総員退避で作業の中断，また，打上げ予定日の天候不良，ASTRO-EⅡに搭載された観測機器XRSの冷却作業の
関係等で，打上げ日の決定に考慮しなければならない要素が多かったが，結果的には4日間延期で打上げる事が
できた．

8号機は，6号機のオペレーションから日が経っていないこともあり比較的スムーズに作業を進めることがで
きた．第1組立オペレーションでは，B1SO冗長化に伴う耐熱処理が必要となったが，関連作業の日数を1日増
として追加作業を吸収した．第2組立オペレーションでは，1/2段接手のセンサ取付け・計装布線等をIA 富岡事
業所で先行実施したことにより，関連作業が大幅に軽減できた．一方，NF組付け後のPNF2センサに短絡があり，
代替品との交換・PNF-INS組付けのため，3日間のポスト第2組立オペレーションを実施した．フライトオペレー
ションでは，保安CM受信機のレベル確認に時間を要したこと，強風による頭胴部移動の延期等があったが，作
業スケジュールを調整し，電波テストまでを予定通り終了した．RCS最終加圧を経て6日後，簡易動作チェック
から再開したオペレーションは順調に進んだが，2月21日のタイムスケジュールは，突然の短時間の降雨のため，
X－33分に中断した．そして1日後，M-Vロケットとしては初めてとなる，方位角143°の南々東方向に打上げ
られた．

7号機では，組立作業の見直しが行なわれ，従来の第1組立オペレーション～第2組立オペレーションの作業
に戻り作業がなくなるよう，オペレーションの区切りを変えることで，組立作業の合計日数を2日減らす事がで
きた．しかし，第1組立オペレーションでおきたケーブルダクトブラケット剥離の不具合により，第2組立オペ
レーションとの間で，貼り直しと追加の処理を行なった．また，フライトオペレーションにおいては，前号機の
実績から鑑み，作業量の多い日を2日に分けるなどして，余裕をもたせる日程を組んだ．落雷により，RD回線
に不具合が生じ，クリーンブースでの衛星動作チェック(NF無し)が1日延びたが，休日を交替でとるなどやり
くりして，Y－12には元のスケジュールに戻すことができた．また，第1組立オペレーション，第2組立オペレー
ション期間中にも落雷があり，老朽化した設備系への影響が多く生じたが，打上げ前日までには処置・対策を施
し，準備完了することができた．タイムスケジュールに入り，ランチャ出しの時間に雨雲が接近するという気象
班の予報に対応して，岸良と宮原に雨雲監視員を配置した．予報通り小雨がぱらつき，はらはらしたが，予定通
りの時間に，最後のM-Vロケットとなった7号機の打上げに成功した．

6，8，7号機と，約7 ヶ月おきに3機のロケット打上げを行ない，作業手順も号機を追うごとにだんだん慣れ
てきたためか，要処置および不具合の件数が劇的に減った．7号機のフライトオペレーションにおける要処置事
項の内80％以上は，原因が落雷によるものや経年劣化であり，作業そのものによるものではない．従って，打
上げの間隔としては，作業者にとって適正に近づきつつあり，信頼性の向上にも寄与していたといえるのではな
いか．

M-Vロケット打上げの数々の経験が，次期固体ロケットにも反映され，発展していく事を心から願っている．
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